
（
あ
さ
ひ
ど
お
い
）

朝
日
通

こ
の
通
り
は
、
東
に
向
か
っ
て
通
っ
て
い
る
。
桜
島

の
方
か
ら
「
朝
日
が
昇
っ
て
く
る
の
が
よ
く
見
え
る

道
路
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ
け
ら
れ
た

と
い
う
。

　
江
戸
時
代
、
こ
の
辺
り
に
は
千
石
以
上

の
上
級
武
士
が
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
た
。

（
な
か
ん
ひ
ら
ば
あ
）

中
之
平
馬
場

　
現
在
、
こ
の
通
り
の
西
側
に
あ
る
「
平
之
町
（
ひ
ら
の

ち
ょ
う
）
」
の
「
平
」
を
、
鹿
児
島
の
方
言
で
ビ
ラ
と
も

い
い
、
ア
イ
ヌ
語
で
「
山
す
そ
に
広
が
る
傾
斜
地
」
を
意

味
す
る
と
い
う
。
平
之
町
の
背
後
に
は
、
城
山
が
あ
る
。

※主な通り
の由来

（
な
か
ま
っ
ど
い
）

中
町
通

（
せ
ん
ご
く
ば
あ
）

千
石
馬
場

　
明
治
二
十
二
年
に
鹿
児
島
市
が
誕
生
し
た
時
、
こ

の
辺
り
が
中
心
（
に
ぎ
や
か
な
所
）
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
前
が
つ
い
た
と
い
う
。

（ひおっうらもんどおい）
日置裏門通

（おつきやどおい）
御着屋通

　かつて，この通りに面して，　日置島津家の屋敷の裏門があったことに由
来している。この通りは，電車通りより南側の「天文館公園」の辺りまでを
いう。現在，この通りは「文化通り」と呼ばれている。

　かつて，この付近に藩の役所があり，辺りは堀になっていて船が出入りし
ていた。「藩の御用船が着く港（堀）」ということから，この名がつけられ
たという。


